ま全にお使いいただくために必ずお守りくだまい 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくために守ってい 
ただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いくださしなお、本書には弊 
社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだバソコンシステム運巧全般に関するミち意事項も記載されていま 
す。 

バソコンの故障/トラブルや、データの;'肖失•破厦または、取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障/ 
トラブルは、弊社のイ呆証が象には含まれません。あらかじめご了をください。 

使用している表示と給記号の意味 


注意 


^ 液体や異物などが内部に入ったら、すぐに本製品の電源スイッチを OFF にし、 AC コンセント 

巧占 から電源プラグを抜いてください。 

電ミ原7可グをそのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがありまず。弊社サポートセンターまたはお買い求め 
巧、 の販売店にご相談ください。 


〇 ルさなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取扱方法を理絕した大人の監視、指導 
のもとで行うようにしてください。 

強制 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクター類にルさなお子様の手が届かないように機器を配置 
してください。 

さねってけがをする恐れがあります。 


警告表示の意味 


A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死 t または、重傷を負ラ可能性が想定される 
内容を示しています。 

/ K ま意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考えられる 
内容を示しています。 


絵記号の意は A S 参の中や近くに具体的な指示事項が}由かれています。 


A 

警告•を意を促す内容を示します。（例： A 感電を意） 

0 

してはいけない事項(禁止事項）を示します。（例：®分解禁止） 

参 

しなければならない行為を示します。（例： g プラグをコンセントからあく） 


警告 


〇 

強制 

電源ケーブルは、必ず本製品付属ものを使用してください。 

付属品がかの電源ケーブルでは、電圧や端子の極性が異なることがあるため、発煙や発火、本製品の故障の原因となる恐れが 
あります。 

分解禁止 

本製品の分解•改造•修理を自分でしないでください。 

かお•感電•故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断りすることがあります。 

を 

電源 プラグを 
抜く 

煙が出たり変な臭いや音がしたら、ずぐに本製品の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いて 
ください。 

そのまま巧巧を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。弊社サポートセンターまたはお買い求めの 
販売店にご相談ください。 

€ 

電源 プラグを 
抜く 

本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりした場合は、すぐにパソコンおよび周辺機器の電源ス 
イッチを OFF にし、電源プラグを抜いてください。 

そのまま使巧を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。弊社サポートセンターまたはお買い求めの 
販売店にご相談ください。 

S ) 

禁止 

本体やケーブルの上に物を置かないでください。 

故障や火災の原因となることがあります。 

Q 

禁止 

故障した状態(画面に何も表示されないなど）で使巧しないでください。 

そのまま巧巧すると火災や感電の恐れがあります。 

〇 

強制 

ケーブル類を抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

ケーブル部分を持って引きおくと感電や断線の原因となります。 

電源 プラグを 
抜く 

落雷による事故防止のため、近くで雷が発をしたときは電源スイッチを OFF にし、 AC コンセ 
ントから電源プラグを抜いてください。 


本製品の取り付け、取り外しをずるときは、本製品およびパソコン、周辺機器の電源スイッチ 
W を OFF にし、 AC コンセントから電源プラグを抜いてください。 

6ミ灯'グ&載原ケーブルが AC コンセン h に接^されたまま取0付け、取0外しを行ラと、故障や感電の原因とな0ます。 


—切り取り一 


保証書 

この製品は厳密な検査に合格してお届けしたものでず。 

お客様の正常なご使巧状態で方一故障した場合は、この保証書に記載さ 
れた期間、条件のもとにおいて修理をいたします。 

■修理は必ずこの保証書を添えてご依頼ください。 

■この保証書は再発行致しませんので大切に保管してください。 

株式会社バッファロー 

本社干4日 7-8 日20名古屋市南区柴田本通四 T 目1己香 


お名前 

フリガナ 


ご住所 

TEL :( ) - 


製品名 

FTD - W 2232 HS シリーズ 

シリアル N 任 

磬品本体に記載 

保証期間 

ご購入日より 3 年間 

ただし、 mmj 巧ル及び/てックライトはご購入日より1年間となります。 

ご購入曰 

※販売店様記入欄 

年月日 

ご晴入日が確認できる書類（レシートなど）を添付の上、修理を 
ご依頼ください。 


※が下は弊社内での業務連絡として使用しまずのでお客様はご記入なさらないでください。 


年月日 

サービス内容 

担当 





〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に身近な金属（ドアノブやアルミサッシな 
ど）に手を触れ、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

5^®! 人体などからの静電気は、本製品を破損させる恐れがあります。 


禁止 

ゴムやビニール製品を長時間接触させておかないでください。 

本製品のま面が蜜質したり、はげたり、ゴムやビニールが付着してとれなくなることがあります。 

液晶ディスプレイについて 


A 

警告 

万一、液晶パネルが破損し、内部の液状の物質が皮膚に付着したときは、流水で1日分が上洗浄 
し、念のため医師に相談ずることをおずずめします。目に入った場合は、流水で1日分が上洗浄 
した後、必ず医師に相談してください。液晶パネル内部には、刺激性物質が含まれていまず。 

使用するとき 

A 

ま意 

シャープペンシルや銷筆など先のとがったものにま意してください。 

液晶パネルにホのとがったものや硬いものを当てたりこすったりすると、傷がついたり割れたりすることがあります。また、 
長いぶも液晶バネルの損傷の原因となりますので、を意してください。 

〇 

強制 

水分はずぐに拭き取ってください。 

水滴や唾破などの水分が付着したまま長時間放置しないでください。破晶パネルの変おや退色の原因となります。 

A 

ま意 

長時間、連続してディスプレイを見続けないでください。目の疲労防止のため、適度に休憩を 
取りながら使用してください。 

S ) 

禁止 

液晶パネルの表面は傷がつきやすいため、むやみに触れたり、こずったり、たたいたりしない 
でください。 

S ) 

禁止 

パソコンの電源スイッチが ON になったままの状態で、ディスプレイケーブルのコネクターを 
抜き差ししないでください。また、使用中はコネクターが抜けないよラに、必ずコネクターの 
ネジで固定してください。 


お手入れ 


液晶パネルを乾拭きしないでください。 

液晶バネルが;'ちれたときは、柔らかい布やガーゼに無水アルコール(イソプロピルアルコール}を含ませて、菌く拭いてくださ 

禁止 い。 


(〇 溶剤を使用しないでください。 

液晶パネルをベンジンやシンナーなどの溶剤や水などでがかないでください。破晶パネルが溶けたり、退色の原因となりま 

禁止 ず。 


を 

電源 フラグを 
おく 

お手入れの際はパソコンの電源スイッチを OFF にし、 AC コンセントから電源プラグを抜いて 
ください。 

も'手入れの前に、必ず本製品を接続したパソコンの電源スイッチを OFF にし、 AC コンセントから電源プラグを巧いてくださ 
い。感電のを険があります。 

A 

ま意 

液晶パネルに無理な力が加わらないよラにま意してください。 

液晶パネルに圧力が加わると、その部分の表示が波巧ちます。これは、ガラス板間に注入した液晶の配光が甜れるたゆです。強 
い圧力をかけると、甜れた配光が元に復帰しない場合があります。 

使用環境 

A 

ま意 

直射日光、高温•多湿にま意してください。 

直射日光が当たる場所や周囲の温度が3已でを超えるよラな場所、極端に湿度が高い場巧では使苗しないでください。本製品 
ま面の蛮色、液晶パネルの劣化や表面のはがれ、気泡が発生するなどの原因となります。 

〇 

強制 

使用条件を守って使ってください。 

温度 (10 〜3己で}•湿度偏露なきこと)の使用条件内でご使用くださし、。使巧条件外で使巧すると、寿命や劣化を早めたり、表示 
品質の劣化(しみ、巧れなど)の原因となります。 

A 

ま意 

低温にま意してください。 

室温が 1 日でが下になる場所で使用すると、表示品質が低下したり、気泡が発生するなどの原因となります。また、液晶の特性 
が変化して元に戻らなくなることがあります。 

A 

ま意 

急激な温度変化にま意してください。 

動作中の急激な温度蜜化は、故障の原因となります。 


次の場所には設置しないでください。 

感電、火災の原因となったり、故障の原因となります。 

累止 •強い磁界が発生するところ . 故障の原因となります。 

-静電気が発生ずるところ . 故障の原因となりまず。 

•振動が発生するところ . けが、故障、破損の原因となりまず。 

•不ま定なところ ........ 転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•火気の周辺、または熱気のこもるところ . 故障や変形の原因となりまず。 

•漏電の危除があるところ . 故障や感電の原因となります。 


長期間使用しないとき 


〇 直射日光が当たらない暗い場所に保管してください。 

長期間使用しないときは栖包し、直が日光やお光灯の光が当たらない暗い場所に保管してください。また、イ岳温-高温、多湿の 
強制 場所は避けてください。 


画面の焼き付きを防ぐには 


〇 

強制 


本製品を長時間使用しない場合は、スクリーンセーバーや省電力機能などを使用ずるか、 
こまめに電源を OFF にしてください。 

同じ画面を長時間ま示させていると、画面表示を切り換えても残像力嘴る「焼き付き現象」がちじることがあります。 


に 



この冊子は古东氏配合率100的の 
再生紙を使用しています。 



Trademark of American Soybean Association 
大豆ミ由を原材巧として巧巧した、巧境にやさしいインキを巧巧していまず。 


( 4 ) 


はじめにお読みください 
2009年9月15日第5版発行発巧株式会社バッファロー 


35010293 ver .05 15-01] C 10-015 


ケーフル類をディスプレイに取り付けまず。 




パソコンに取り付けよラ 


♦作業を行ラ前にパソコンの電源スイッチを OFF にしてください。 

♦ AC コードやディスプレイケーブル等各ケーブルの取り扱いによって、製品の内部で断線や接軸 
不良が発生し、製品が故障ずる場合がありまずので取り扱いにミち意してください。 

•各ケーブル類は、本製品の角度調整などの際、引っ張られる場合がありまずので、設置に 
は少しを裕をもたせておいてください。 

•各ケーブル類を抜き差しずる場合は、無理に曲げたり、引っ張ったりせず、製品やコネク 
夕一部分に負担がかからないよラにまっすぐに行ってください。 

♦別売のアームスタンド取り付け時にも、各ケーブル類を無理に曲げたりなどせず、コネクター部 
分に負担がかからないよラにしてください。 



箱に入っているものを確認しよラ 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□あ晶ディスプレイ本体 . 1台 


□スタンド . 

□ D - sublS ディスプレイケーブル……- 

□ DVI ディスプレイケーブル . 

□ケーブルカバー . 

□ ACH-K . 

□才ーデイオケーブル(ホ 3.5 mm ジャック)" 
なはじめにお読みくだまい(本紙) . 



個 

本 

本 

枚 


※本製品の保証書は本紙に印刷されていまず。修理の際は必要事項を記入のうえ切り取って、本 
製品と一緒にお送りください。 

※付属の AC コードは、本製品専用でず。安全のため、本製品が外には使用しないでください。 
※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 



スタンドを取り付けよラ 


本製品は、出荷時にスタンドがはずれているが態で個包されています。ご使用になる前に、本製品 
にスタンドを取り付けてください。 


I 本製品を机の上などのまをした台の上に置いて作業してください。 

I 液晶パネルが傷つかないよラ、台の上に柔らかい布などを敷いてください。 


下の図のよラに液晶ディスプレイ本体にスタン 
ドを差し込みまず(止め具が固定されてカチッと 
音がしまず)。 


液晶ディスプレイ本体 



スタンド 


スタンドの取り外し 

本製品を箱に入れるときなど、スタンドを取り外す必要がある場合は、止め具を強く押し、スタンド 
を取り外してください。 


•本製品を机などの安定した台の上に置いて作業 
してください。 

•液晶パネルが傷つかないよラ、台の上に柔らかい 
布などを敷いてください。 

•スタンドの取り外しは、必要な場合(購入時の箱 
に入れて輸送する場合など)のみ巧ってくださ 
い。 


液晶ディスプレイ本体 





スタンド 


止め具 


1. 付属の才ーディオケーブルを本製品とパソコンに接続します。 

2 . 付属のディスプレイケーブル ( D-SU b 15または D VI )でパソコンと本製品を接続 
します。 

※パソコンのコネクターが D - subl 已ピン/ DVI でないときは、あ版の変換コネ 
クターを別途巧意してください。 

※端子の向きを確かめて、垂直に奥まで差し込んだ後、両側のねじで固定しま 
す。 

※本製品前面の [ SOURCE ] ボタンで D - sub (アナ□グ)と DVI (デジタル)の入力 
信号を切り替えることができます。そのため、パソコンが2台ある場合は、 
D-SU b と DV 喘子にそれぞれのパソコンに接続し、必要に応じて切り替えて 
使用することができます。 

玉付属の AC コードを本製品に接続し、プラグをコンセントに差し込みます。 


感電防止および電磁界區射低減のため 、 AC コー ドに 
付いている アース 線は必ず接地してください。 

アース線は電源プラグをつなぐ前に接地し、電源プラ 
グを巧いてから外してください。順序を守らないと 
感電の原因となります。 

また、アース線がコンセントや他の電極に接触しない 
ようを意してください。故障の原因となります。 


参図のように付属のケーブルカバーを切り欠き巧にはめ込み、ケーブルを束ねることも 
できまず。 




ケーブルカバー 


♦電源 ON のとき本製品の電源ランプが青色に点灯しまず。 

次の状態のときは、電源ランプがオレンジ色に点灯します。画像は表示されません。 
-パソコンから画像信号が入力されていないとき 
-本製品が対応していない画像信号が入力されているとき 
-サスペンドモードになっているとき 

サスペンドモードは、キーを巧したりマウスを動かすことで解除できまず。 


前面にあるむボタンを押し、本製品の電源を ON にしてからパソコンの電源ス 
イッチを ON にします。 

が上で接続は完了でず。 


ち上へつづく 


( 1 ) 


次ぺージへつづく 


•コネクターに負担がかからないよ 
ラまっすぐ差し込んでください。 
•ケーブルが引っ張られないよラ少 
しを裕をもたせてください。 



BUFFALO 


( FTD-W2232HS シリ-ズ 

7ニユアル 


はじめにお読みください 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


届、 


思 


ステツブ 





























































































































































































































































設定ボタンについて 


液晶デイスプレイ前面の設定ボタンには次のような機能が割り当てられています。 

SOURCE AUTO -\ ja < >a]+ MENU 

< - > 



シンボル 

機能 

SOURCE 

デジタル RGB 入力端子の VI )からの入力と、アナログ RGB 入力端子 
( D-subl 己)からの入力を切り替えます。 

AUTO 

- 0 SD メニュー画面を閉じます。 

- 0 SD サブメニューからメインメニューへ戻りまず。 

- 0 SD メニューが開いていないとき、自動調整を実行します(デジタル 

RGB 入力端子 ( DVI ) にディスプレイを接続したときは実行できません)。 

-Dn< 

- OSD メニュー画面で力ーソルを上方向または左方向に移動します。 

- 0 SD サブメニューで数値設定の変更(数値下降)を行います。 

- 0 SD メニューが開いていないとき、音量の調整メニューが開きまず。 

>か 

- 0 SD メニュー画面で力ーソルを下方向または右方向に移動します。 

- 0 SD サブメニューで数値設定の変更{数値上昇)を巧います。 

- 0 SD メニューが開いていないとき、音量の調整メニューが開きます。 

MENU 

- OSD メニューを開きまず。 

- 0 SD サブメニューを開きまず。 

-選択した項目を決定します。 

む 

電源の ON/OFF を行います。 


※詳細な設定ができる OSD (オンスクリーンディスプレイ)メニューについて詳しくは、画面で見る 
マニュアルを参照してください。 


r 


画面で見るマニュアルの読み方^^1 

r 液晶デイスプレイユーザーズマニュアル J 


画面で見るマニュアル「液晶ディスプレイユーザーズマニュアル」は、弊社ホームぺージ 


( buffalo . jp ) にて公開しておりまず。画面で見るマニュアルでは、 OSD の操作方法やトラブル 
シューティングなど、本紙に記載されていない情報が記載されていまず。本紙とあわせて必ず 
お読みください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装置は、 
家庭環境で使用ずることを目的としていまずが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引き起こすことがあります。取販説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

ラジオやテレビジョン受信機(が下、テしビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品による影響と思われ 
ましたら、この商品の電源スイッチをいったん切ってくださし V 電源スイッチを切ることにより、ラジオやテレビなど 
が正常に回復ずるよラでしたら、が後は次の方法を組み合わせて受信障害を防止してください。 

•本機と、ラジオやテレビ双方の向きを変えてみる 
•本機と、ラジオやテしビ双方の距離を離してみる 
•この商品とラジオやテしビ双方の電源を別系統のものに変えてみる 




画面の調整について 


液晶ディスプレイ前面の設定ボタンで 0 SD を表示し、下記の項目の画面の調整を行うことが 
できます。 

※〇 SD 機能について 

OSD とはオンスクリーンディスプしイの略称でず。ディスプレイ表示に関する設定項目の選択やその調整の度合い 
を、実隙にディスプレイ上に表示させて確認しながら調整するための機能でず。画面の表示サイズや表示位置、明る 
さ、コントラストなどを設定できます。 

※〇 SD の操作について詳しくは、画面で見るマニュアルを参照してください。 


OSD メニューでは、次の設定をずることができます。 


項目 

内容 

設定箭囲 

1 な 1明るさ コントラスト、輝度などを調整します。 

コントラスト 

画面の濃淡を調整します。 

〇〜100 

輝度 

画面の明るさを調整します。 

〇〜100 

表示モード 

表示モードを標準、文字(*1)、インターネットトり、 

ゲームト1)、映画卜1)、 ECO (* l ) から選択します。 

標準/文字/ィ 
ン ター ネット/ 
ゲーム /映画/ 
ECO 

ガンマ 

ガンマの設定します。 

ガンマ1/ガン 
マ2/ガンマ3 

DCR 

ダイナミックコントラスト機能の設定します(*2)。 

On/Off 

1 ホ 1画面調整 クロック、フエーズ、位置を調奮します(*3)。 

ク n ック 

画面に縦の搞模様(モアし)が出る場合に調整します。 

〇〜100 

フェーズ 

画面にノイズが出る場合や、文字などの輪郭がぼやける 
場合に調整します。 

〇〜100 

水平位置 

画面の位置を調整します。 

〇〜100 

垂直位置 

|■■■| 色温度 色温度、 RGB の調整をします(*4)。 

色温度 

画像の白色部分が赤味を帯びていたり、青味を帯びてい 
るときに調整します。印刷時やフォトレタッチ時など用 
途にあわせて調整してください。 

USER /6 己 00 K / 
7300 K /9300 K 
sRG 巨 

ホ 

赤色の濃淡を調整します。 

日〜100(巧） 

綠 

緑色の濃淡を調整します。 

青 

青色の濃淡を調整します。 

IosdIOSD 設定 OSD 設定メニューの位置、表示時間、言語を設定します。 

OSD 水平位置 

0 SD 設定メニューの表示位置を調整します。 

〇〜100 

OSD 垂直位置 

OSD タイムアウト 

0 SD 設定メニューの表示時間を調整します。 

己〜] 00 

OSD 言語 

0 SD 設定メニューの表示言語を選択します。 

日本語 / English 

その他 その他の設定をします。 

画面サイズ 

画面全体に拡大する「フル」と縦横比率を変えずに拡大する 
「アスペクト比固定」を設定できます。 

フル/ 

アスぺクト比固定 

入力切替 

入力信号を切り替えます。 

アナログ/ 

デジタル 

自動調整 

画面のノイズ、クロック、画面位置を自動調整します(*6)。 

Yes/No 

DDC/CI 

DDC / CI の有効/無効を選択します。 

Yes/No 

リセット 

OSD 設定を出荷時設定に戻します。 

Yes/No 

Information 

現在の設定の情報を表示します。 

- 


*1 これらの表示モードでは、輝度、コントラストの変更はできません。 

*2 DCR を On にすると、コントラスト、輝度、ガンマの変更はできません。表示モードは「標 
準 J に戻ります。色温度は、6已〇 0 K に固定されます。 

*3 アナログ RGB 入力端子 ( D - subl 己)で接続したときに、自動調整を行っても満足のいく表示が得 
られなかった場含にだけ、手動で設定してください。設定値は、使用する解像度や、ディスプ 
レイの周波数、パネルによって異なります。 

デジタル RGB 入力端子 ( DVI ) に接続したときは、本項目は調整できません。 

*4 色温度を設定すると、 DCR は日 ff となり、表示モードは「標準 J に戻ります。 

巧 「色温度 J の設定値を 「 USERj にした場をに有効になります。 

*6 デジタル RG 巨入力端子 ( DVI ) に接続したときは、本項目は実行できません。 


本製品の規格に関して 

雜社は、国際エネルギースタープログラムへの参加事業者として、本製品が国際エネルギー 
スタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断しまず。 



■ ECO モードの設定 

OSD メニューから [ 明るさ]-[表示モードト [ ECO ] を選択すれば、消費電力を抑え ECO モード 
に設定することができます。 

■ OSD ロックの設定 

誤って OSD ボタンを操作しても機能しないように 、 OSD メニュー画面にロックをかけること 
ができます。 

ロック手順 本体の電源が OFF のが態で、 MENU ボタンを押しながら 〇 ボタンを押して 

電源を ON にします。 MENU ボタンは OSD の画面が表示されるまで押し続け 
てください。 OSD の画面が表示されたら MENU ボタンから手をはなします。 

ロック解除手順上記と同じ手順でロックの解除を行うことができます。 


■本書の著作権は弊社に帰属しまず。本書の一部または全部を弊社に無断でき友載、複製、改変などを巧うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メル コ ホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商 
標です。本書では、™、返)、◎などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入された製品とは 
一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、お買い求めになった販 
売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 磯器としてお使いください。巧一、一般 0 A 概器が外として巧巧されたことにより損害が発生 
した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

-医療撒器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される巧途には使巧しないでください。 

■一般 0 A 槪器よりも高い信頼性が要求される機器や電當槪システムなどの巧途に使巧するときは、ご巧巧になるシステムのを全設計 
や故障に対する適切な処置を巧全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使巧しないでください。また、弊社は、本製 
品に関して日本国外での保守またはち術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、日本国外への輸出に隙 
して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可)が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用ち法に沿ってご使巧ください。特に、を意事項として記載された取扱ちまに違反する巧 
巧はお止めください。 

■轉社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場合については、保証しており 
ません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使巧するものである場合は、本書に記載されたを意 
事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書のを意事項に違反し、またはバック 
アップの作成を怠ったために、データを消失•破案に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらか 
じめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行またはすま行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった場合を臨き、本製品の 
購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕砸があった場合、無償にて当該瑕砸を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致しますが、当該瑕疵 
に基づく損害賠償の責に任じません。 


^^OSD ロックを設定した状態でも、が下の操作は行ラことができます。 
.->!< または >!<)+ ボタンを押して音量調整をする。 

- AUTO ボタンで自動調整を実行する。 

- SOURCE ボタンで入力信号を切り替える。 


■自動調整のしかた 

初めて本製品をパソコンに接続したときなど、自動的に最適な表示が得られるよラ調整を行いた 
いときは、次のように行ってください。 

；^^[\/15-003プロンプトなど黒色部分が多い函面やアプリケーション画面などを表示した状態で自動調節を行っても、十分な効果 
が得られないことがあります。 Windows (3.1 を除く）をご使用の方は、 LCDADJ . EXE を実行し、画面調整用の画像を表示させ 
てから白動調整を巧うことをおすずめします。 Wmdows 3.1 を使用しているちは、1ドットずつの白黒巿松模様など調整に適 
した画像を作成し、表示されることをおすすめします。 

1 .周の機器（本製品を含む）ーパソコンの順に電源スイッチを ON にします。 

2•靡社ホームぺージ ( buffalo . jp ) のダウンロードサービスから LCD Utility Disk をダウンロードし、解凍した 
ファイルから LCDADJ . EXE をダブルクリックしてください。 

画像（画面いっぱいにグレーの色が表示されたよラに見えます）が表示されます。 

3. AUT 0 ボタンを巧します。 

自動調整が行われます。 

^^?\/13白が〇5りの場合は05が起動し、画面表示力《静止したら AUTO ボタンを押してください。 
^^調整には数砂かかります。その間は設定メニューの操作はできません。自動調整を行っても満足のいく表示 
が得られなかった場合にだけ、手動で調整してください。 


ち上へつづく^ 


切り取り 


保証契約約款 

するな証の条件等をあ定するものです。お客碌が、この約款に規まさ 
れた条項に同意頂けない場合は保約を巧り;'肖ずことができますが、その場合は、ご曆入の製品を使用ずることなく 店また 
はが出にな^下さい。なお、この約款により、お客様のま律上の権利が制限されるものではありません。 

第1を(定義） 

1この約款において、喘証着とは、保証期間に製品かお房した場合にが化的^を巧うことを約した重要な証明書をいいます。 
2この約款において、 r 故障 J とは、お客碌が正しい使巧方をに基づいて製品を作動させた場合であっても、製品が正常に援能しな 
L ボ態をいいます。 

3この約款において、 r お償^とは、製品がな^した場合、解だ)、端債で行う当該;玫障個前 7 M 翔をいいます。 

1、この約款に規定されたを件により、巧社がお客棟に巧し無償胃をおのますることをいい 

した場合であって、無償保証が M されないとき、お客様から黄巧を頂敦してが 

してな包されたをののうち、本体部分をいい、付属品および添忖品などは含まれ 



けること力ぐでき: 


とは、製品がな ^I 
:いいまず。 

巧社が販売に隔 

書した場合、お客様は、巧証書に記載された保誦間内に男 
巧*きます。但し、次の各号に掲げる場合は、巧罰巧間巧で< 
巧!される原に、保証書をご提示頂けない場合。 

、た保証書が、製品名およ品シリアル Na 等の重要ま Q 
ら場合、または製品に表示されるシリアル Na 等の重要ま Q 


社が6う当 
6この約款において J 製品 J とは、 
ません。 

第续(韻保 SD 


巧証書に記載された保 sag 間内にが社に巧し胃を依頼することにより、無登 ME の適巧を受 
’あっても無資保証の適巧を受けることができません。 


)^書にご睛入曰の証巧をされてぃなぃ場合>ま; 



，重要き項が未記入; 
1重要き項が消去、曲 
ちたはおぎ様のご盾 


または修正されていること等により、協造された 
削除、もしくは改ざんされている場合。 

暦入日を確認できる書類 ( レシートな。がホ付さ 


お買い上げ頂いたを、お客様によ 
る使巧上の誤り、不当な耽度もしく 


る運送またに際し落下; 
itim . または、痒社が巧をする 


:、その他天を地を、または、 


9前名■号に掲げ¬ 


が磨耗または自巧劣化し、消串 
る場合のほか、巧障の原因が, 


.異常空圧など 
を巧り換える J 


:どのか f 
.る場合。 

假因が,お客巧の使用方法にちると認められる場合。 


または衝^に起因して巧障または5^した 
:するもの L 乂外の機器との接続によりお障または破 
により、巧磨または破損した場合。 


第煤(觸 

この約款の規をによる胃は、ホのを号に規をするを件の下で実施します。 

1製品の巧居が疑われる場合、る裝品添付のマニュアルに記載の解±サボートセンターへご連絡いただくか、同記載のホー 
ムぺージにて1翔をお申込ください。その瞭胜から裂品の送付先をご案巧いたします。ご送付時には宅配便など送付控えが 
残る方までごませください。郵送は固くお断りをします。また、送料は送け元負担とさせていただきます。 

2觸は、製品の分がまたは部品の交換をしくは補修により行います。但し、万一、 1^) 巧難な場合または{翔費用力、梁品価を 
を上回る場合には、保証対象の製品と同等またはそれ化上の性能を有する化の製品と交換するまにより対応させて頂くきがあ 


3八ードディスク等のデータ記^ちまたはメディア （ 

る場合またはディスクもしくはメディアをフォーマットす- 
いてパッ クアップを作成いたしません。また、胜は当該デ- 
4無貧胃により、巧巧された旧部品または旧製品等は、醉社に’ 


れ化上の性能を； 

口のに原しま 

る場合などがございます; 
—夕の瞄員、ミ肖失などに： 
にて適宜^^〇:^^^させて: 


しては、胃の巧客により、デイスクもしくは製品を?^ず 
力り鍵の原巧なは記憶されたデータにつ 
.ミ肖失などにつき、一切の lift を負いません。 

させて頂きます。 


5有樹^により、3^された旧部品または旧製品萬についてを、がをにて適宜廃责^»'さ- 
原にあち#*、らお巧らせ頂ければ、旧船ち等を思ちいたします。但し,部品の性質上ご意向 I 
第條晚責鶴 
1お履入； 


せて頂き 
司に添え t 


ますが、1^をごぁ賴された 
.ない場合もございます。 


お客様がご履入された裝品につし 
損害賠值は、当該製品の届入 1 
お客様がご慮入された裝品につし 

のない製品または同等品に3； 
辻における保証は、お客横がご盾入; 
されたデータの;'肖失または6^に C 
ち箱効篇励 


.巧社に故意または重: 
ミを限度と致します。 


つた場合を除き、履行また I 


ま 


.いて'! 

織 

いて、原れた抵曲があった場合は、この約款の規をに力、力、ねらず、お慎にて： 

しますが、当該原曲に基づく損害賠借の責に任じません。 

.された製品の糖能に関するをのであり、八ードディスク等のデータ記憶装置について、記 
ずるものではありません。 


は不法行為にちづ 
ご当を修補し 


は、日本国内におし、てのみ有潮です。またおかでのご使巧につきましては、巧社はし、かなる保証もいたしません。 



■画面に何电表示まれない、画面の正常に表示されない 

本紙「製品仕様」対応表示モードの解像度や垂直周波数(リフしッシュレート)が外の設定では正しく 

表示されないことがあります。そのようなときは、次の手順で設定を蜜要してください。 

1 . パソコンの電源スイッチを ON にし、 Windows ロゴが表示される前に、キーボードの [ F 到キーを 
何回か押します(キーを押したままにしないでください)。 

2. Windows Vista をお使いの方は、値解像度ビデオ (64 日 x 480) を有効にする]を選択し、 Enter ] 
を押します 。 Windows XP /2 日日日をお使いの方は、 [ VGA モードを有効にする]を選択し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

3 . デスク S ップ画面をちクリックし、[プロパティ ] (Windows Vista では帷人設定])をクリックしま 
す。[画面のプロパティ]が起動します D 

4 . [設定]をクリックします (Windows Vista では[画面の設定]を選択)。 

5 ■本紙「製品仕様」対応表示モードにある解像度を設定します。 

6 •[適用]- >[0 K ] をクリックしまず。 

7 .Windos を再起動します。 

■画面がにじむ、または画面がちらつく 

液晶ディスプレイ前面の [ AUTO ] ボタンを巧して自動調整を行ってください。 

自動調整でも改善しないときは、次の手順をお試しください。 

• Windows Vista をお使いのちは、[個人設定]一[画面の設定]^[詳細設定]^[モニタ]^[画面のリフ 
レッシュしート]で垂直周波数(リフしッシュレーりを 60 Hz または7已 Hz にしてください。 
Windows XP / 2000をお使いの方は、[画面のプロパティ]一[設定]^[詳細設定]一[モニタ]->[画面 
のリフレッシュし一りで垂直周波数(リフしッシュレーりを 60 Hz または7已 Hz にしてください。 

■画面がぼける、画面が縦長に表示まれる 

設定されている解像度が本製品に適していない可能性があります。パソコンの解像度を本製品の最 

大解像度に設定してください(本紙「製品仕様」参照)。 

■液晶ディスプレイ内蔵スピーカーから音が出ない 

-液晶ディスプレイとパソコンがオーディオケーブルで接続されているかご確認ください。 

•液晶ディスプしイ前面のボタンで音量を調整してください。それでも音が出ないときは、パソコ 
ン本体側の音量を上げてください。 

-パソコン側の設定で消音(ミュート）にしていないかご確認ください。 



XHDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) とは、デジタル映像信号を暗号化 
ずる著作権保護システムでず。 HDCP に対応した映像機器を接続することにより 、 HDCP 
で保護された映像コンテンツを視聴することができまず。 

^^ D - subl 已ピン（3列）アナログ RGB 〕ネクター、 D \/ l - D 24ピンデジタル RGB コネクターを 
装備していない機種で本製品を使田ずるときは、ホ版のを換コネクターを別途田意してく J - MOSS サトパ-。 
ださい。 

^^最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームぺージ 
( buffalo . jp ) を参照してください。 

対応表示モード 


ビデオ信号 

解像度 

卜•ットク日ック （ MHz ) 

水平周戒数 （ kHz ) 

垂直周戒数 ( Hz ) 

VGA 

640 X 480 

25.2 

31. 5 

60 

31.5 

37. 9 

72 

31.5 

37. 5 

75 

SVGA 

800 X 600 

36.0 

35. 2 

56 

40.0 

37. 9 

60 

50.0 

48. 1 

72 

49.5 

46. 9 

75 

XGA 

1024 x 768 

6 t 0 

48.4 

60 

7 t 0 

56. 5 

70 

78.4 

57. 7 

72 

78.8 

60.0 

75 

1152 x 864 

108.0 

67. 5 

75 

WXGA 

1280 x 768 

79.5 

47. 8 

60 

1023 

60. 3 

75 

1360 x 768 

85 .已 

47. 7 

60 

SXGA 

1280 x 1024 

108. 0 

64.0 

60 

124. 9 

74.4 

70 

134. 6 

77. 9 

72 

135.0 

80.0 

75 

1280 x 960 

108. 0 

60.0 

60 

1440 x 900 

1065 

55. 9 

60 

WSXGA + 

1680 x 1050 

146. 3 

65. 3 

60 

IBM MODES DOS 

720 x 400 

28.3 

31. 5 

70 

640 X 350 

25.2 

31. 5 

70 

640 X 400 

25.2 

31. 5 

70 

MAC MODES VGA 

640 X 480 

30.2 

35. 0 

67 

MAC MODES SVGA 

832 x 624 

57.3 

49. 7 

75 

MAC MODES XGA 

1152 x 870 

100.0 

68. 7 

75 

1024 x 768 

80.0 

60. 2 

75 


別680 X 10前ドット /60 Hz での使用をおずすめしまず。 

^^上記が外の信号でも表示できることがあります。 

^^上記の信号でも、最適な画面表示を得るためには調整が必要です。 

《 Macintosh では D - subl 5ピン(ミニ)コネクターまたは DVI - D 24 ピンコネクターを搭載している必要があります。 



FTD - W 2232 HS シ ij - ズ 

パネル 

22型 Wide カラー TFT 液晶 

最大辭像度 

WSXGA + サイズ （1680 x 10 日日ドット） 

最大色数 

] 677方色(擬似フルカラー} 

平均輝度 

300 cd / m 2 

平均コントラスト比 

1000 :1 

平均視野角度 

上下160°左右 17 cr 

入力信号 

VGA 

アナログ RGB (0.7 Vp - p /7 日〇)デジタル RGB DVI 準拠 
セバしート同期信号 ( TTL ) 

音声 

1 .0[ V 「 ms ] 

端子 

信号入力 

D-sub ]已ピンコネクター(ミニ)、 DVI - D 2 斗ピンコネクター ( HDCP 対応） 

音青入力 

ホ 3.5 mm ステし才5ニジャック 

DDC 

DDC 2 B 

電源 

100 V AC ±10% 已 0/60 HZ 

最大消費電力 

49 W (オフモード時： 1 W が下） 

スピーカー 

アクティブスピーカー内蔵之 OWX 2 

外形寸法/重量 

已 06(W)x406(H)x210{D} mm / 已 .3 kg (スタンドあり} 

VESA マウントインターフエース 

VESA 100 mm 

動作環境 

温度：10〜3己で、湿度：結露無きこと 


*雜社では、本製品の補修用部品(製品の機能を維持ずるために必要な部品)を製造終了後已年間保有して 
います(弊社品質基準に適をした相当部品を含む}。保有期間が過ぎても故障箇所によっては修理可能 
なことがありまず。詳しくはバッファローサポートセンターまでご相談ください。 


使用済み液晶ディスプレイの回収•リサイクルについて 

2003年10月旧施行の「資源有効利用促進法」に基づき、弊社ではご家庭で不要になった弊社 
製液晶ディスプレイの回収-再資源化を実施しております。 

詳しくは、葬社サポート&サービスホームぺージ 86886 .jp をご参照ください。 


製品仕様 


たとぎは 


切り取り I 


( 3 ) 






























































































































